
平
成
二
十
一

年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二

十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま

で

学
校
医
及
び
学

校
歯
科
医
の
率

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

学
校
薬
剤
師
の

率

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

一
・
〇
〇

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
遺
族
補
償

一
時
金
又
は
障
害
補
償
年
金
差
額
一
時
金
の
額
の
計
算
に
お
け
る
平
成
二
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
の
分

と
し
て
支
給
さ
れ
た
遺
族
補
償
年
金
若
し
く
は
障
害
補
償
年
金
の
額
又
は
平
成
二
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
若
し
く
は
遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金

の
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

十

Ｊ
は
、
特
別
長
期
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
（
当
該
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
所
在
市
町
村
の
区
域
内
に

お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
（
原
子
力
発
電
施
設
及
び
機
構
が
設
置
す
る
原
子
力
発
電

密
接
関
連
施
設
（
深
地
層
研
究
施
設
を
除
く
。）に
限
る
。）の
う
ち
、
使
用
が
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
申
請
年
度
の
末

日
ま
で
の
期
間
が
四
十
年
以
上
四
十
一
年
未
満
の
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た
日

か
ら
当
該
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の
廃
止
に
関
す
る
計
画
が
確
実
に
な
っ
た
日
が
属
す
る
会
計
年
度
の

末
日
ま
で
の
期
間
が
四
十
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）ご
と
に
一
億
円
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中「

a
１ ＋

a
２ ＋

b
１ ＋

b
２ ＋

c
１ ＋

c
２ ＋

d
１ ＋

d
２ ＋

e
１ ＋

e
２ ＋

f
１ ＋

f
２ ＋

g
１ ＋

g
２ ＋

h
１ ＋

h
２ 」

を

「
a
１ ＋

a
２ ＋

b
１ ＋

b
２ ＋

c
１ ＋

c
２ ＋

d
１ ＋

d
２ ＋

e
１ ＋

e
２ ＋

f
１ ＋

f
２ ＋

g
１ ＋

g
２ ＋

h
１ ＋

h
２ ＋

i１ ＋
i２ 」

に
改
め
、
同
項
に
次

の
二
号
を
加
え
る
。

十
七

i１
は
、
当
該
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
所
在
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数
立
地
特

別
長
期
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
ご
と
に
、
一
億
円
に
次
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
て
得
た
値
を
乗
じ
て
得
た
金

額
と
す
る
。

当
該
複
数
立
地
特
別
長
期
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
の
う
ち
当
該
対
象
原
子
力
発
電
施
設
所
在
市
町
村

に
係
る
部
分
の
予
定
建
設
費

当
該
複
数
立
地
特
別
長
期
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
の
予
定
建
設
費

十
八

i２
は
、
当
該
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
所
在
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数
立
地
特

別
長
期
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
以
外
の
特
別
長
期
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
ご
と
に
一
億
円
と
す
る
。

別
表
第
七
の
備
考
二
十
四
中
「
算
定
し
た
数
」
の
下
に「（
以
下
「
み
な
し
発
電
電
力
量
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同

備
考
及
び
別
表
第
十
五
の
備
考
十
四
中
「
加
え
る
も
の
と
す
る
。」の
下
に
「
た
だ
し
、
み
な
し
発
電
電
力
量
は
、
次
の

算
式
の
Ａ
の
数
に
Ｂ
の
数
及
び
二
十
四
を
乗
じ
て
得
た
数
に
〇
・
八
一
を
乗
じ
て
得
た
数
を
上
限
と
す
る
。」を
加
え

る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
係
る
交
付
金
の
交
付
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
第
一
項
第
十
号
中
「
四
十
年
以
上

四
十
一
年
未
満
の
も
の
」
と
あ
る
の
は
、「
四
十
年
以
上
の
も
の
」
と
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
九
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並

び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
大
型
再
処
理
施
設
放
射
能
影
響
調
査
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

大
型
再
処
理
施
設
放
射
能
影
響
調
査
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
型
再
処
理
施
設
放
射
能
影
響
調
査
交
付
金
交
付
規
則
（
平
成
三
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
十
年
後
」
を
「
十
一
年
後
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
四
百
三
十
四
億
七
千
五
百
十
二
万
三
千
円
」
を
「
四
百
五
十
億
一
千
九
十
一
万
三
千
円
」
に
改

め
、
同
条
第
二
号
中
「
十
七
億
四
千
四
百
七
十
七
万
八
千
円
」
を
「
十
七
億
四
千
四
百
二
十
一
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
三
号

発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
八
条
第
三
項
並
び
に
補
助
金

等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算

の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
発
電

用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
七
条
並
び
に
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
を
実
施
す
る
た

め
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

赤
松

広
隆

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
（
平
成
十
九
年
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
の
表
中
「
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
二
年
度
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
を
削
り
、「
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
を

メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
を
単
位
と
し
て
表
し
た
数
に
二
十
八
円
を
乗
じ
て
得
た
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項

中
「
の
区
分
に
応
じ
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
交
付
限
度
額
」
を
「
を
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
を
単
位
と
し
て
表
し

た
数
に
二
十
八
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
」
に
、「
交
付
年
度
に
お
い
て
当
該
電
力
移
出
県
等
の
交
付
限
度
額
が
当
該
交
付

年
度
の
前
会
計
年
度
に
お
け
る
交
付
限
度
額
と
同
額
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
町
村
枠
が
前
会
計
年
度
と
比
較
し
て

減
額
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
交
付
年
度
の
前
会
計
年
度
に
お
け
る
市
町
村
枠
を
当
該
交
付
年
度
の
市
町
村
枠

と
み
な
し
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。」を
「
市
町
村
枠
が
一
億
五
千
万
円
未
満
で
あ
る
場

合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中「
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＋
Ｄ
＋
Ｅ
＋
Ｆ
＋
Ｇ
＋
Ｈ
＋
Ｉ
＋
Ｊ
」

を「
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
＋
Ｄ
＋
Ｅ
＋
Ｆ
＋
Ｇ
＋

Ｈ
＋
Ｉ
＋
Ｊ
＋
Ｋ
」

に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
Ｊ
」
を
「
Ｋ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
七
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第

二
十
三
号
）
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
二
年
度
雇
用
施
策
実
施
方
針
の
策
定
に
関
す
る
指
針

を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
適

用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

平
成
二
十
二
年
度
雇
用
施
策
実
施
方
針
の
策
定
に

関
す
る
指
針

目
次

第
一

趣
旨

第
二

現
下
の
経
済
及
び
雇
用
失
業
情
勢
と
そ
の
課
題

一

経
済
及
び
雇
用
失
業
情
勢
と
今
後
の
見
通
し

二

現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
お
け
る
課
題

第
三

平
成
二
十
二
年
度
の
雇
用
に
お
け
る
重
点
施
策

一

現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
応
じ
た
対
策
の

実
施

二

地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
た
雇
用
施
策
の
実
施

第
四

平
成
二
十
二
年
度
の
主
な
雇
用
施
策

一

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の

推
進

二

若
者
の
自
立
の
実
現

三

女
性
の
就
業
希
望
の
実
現

四

地
域
・
産
業
等
に
着
目
し
た
雇
用
創
出

五

い
く
つ
に
な
っ
て
も
働
け
る
社
会
の
実
現

六

安
心
・
納
得
し
て
自
ら
の
働
き
方
を
選
択
で
き
る

環
境
整
備

七

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

八

職
業
能
力
開
発
の
推
進
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